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●毎月1 日･ll日･21 日発行第978号

　　　　　　市　の　人　口

　　　　（平成５年１月１日現在）

世帯数　61,233世帯（前月比49世帯増)

人　ロ　181,674人（前月比91人増）

　　男　89,884人

　　女　91,790人
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歴
史
資
料
館
で
は
、
宇
治
市
内
で
出
土
し
た

先
土
器
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
考
古
遺
物

を
、
「
う
つ
わ
」
・
「
戦
い
の
道
具
」
・
「
装
い
」

な
ど
の
用
途
別
・
年
代
順
に
構
成
し
た
、
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
平
等
院
・
乙
方
遺

跡
・
旦
椋
（
あ
さ
く
ら
）
遺
跡
な
ど
の
最
近
の
発

掘
成
果
も
ふ
ん
だ
ん
に
加
え
て
い
ま
す
。

　
古
代
人
が
宇
治
を
舞
台
に
、
ど
の
よ
う
な
道

具
を
使
っ
て
生
活
を
し
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

武
器
で
戦
っ
た
の
か
、
土
の
ぬ
く
も
り
を
通
し

て
、
宇
治
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。
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４
旦
椋
遺
跡
で
の
土
器
の

　
出
土
状
態

１
、
人
類
の
あ
け
ぽ
の

　
　
　
　
　
　
　
〈
先
土
器
時
代
〉

　
ナ
イ
フ
形
石
器
・
・
・
二
子
塚
古
墳

２
、
狩
り
と
採
集
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
繩
文
時
代
〉

　
石
斧
（
お
の
）
・
石
錐
（
き
り
）
…

寺
界
道
遺
跡

　
浅
鉢
・
深
鉢
・
：
寺
界
道
遺
跡

３
、
稲
作
と
戦
争
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
弥
生
時
代
〉

　
壷
（
つ
ぽ
）
・
甕
（
か
め
）
・
：
乙

方
遺
跡

４
、
大
王
と
古
墳
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
古
墳
時
代
〉

鏡
・
三
環
鈴
・
玉
類
・
・
・
一

ト
乙
方
遺
跡
か
ら
出
土

　
し
た
弥
生
式
土
器
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　 ▲ 西 浦 遺 跡 から出土した

　　青磁椀 I

古
墳

　
鉄
剣
・
短
甲
Ｔ
よ
ろ
い
）
・
鉄

似
（
ぞ
ぐ
＝
や
じ
り
）
・
：
二
子
山

古
墳

　
鍋
（
な
べ
）
・
皿
・
甕
・
壷
・
杯

・
・
・
旦
椋
遺
跡

５
、
古
墳
か
ら
寺
院
へ

　
　
　
　
　
〈
飛
鳥
・
奈
良
時
代
〉

　
軒
丸
瓦
（
か
わ
ら
）
・
硯
（
す
ず

り
）
・
水
滴
Ｔ
水
の
入
れ
物
）
・

瓶
・
甕
…
広
野
廃
寺

　
軒
丸
瓦
・
水
瓶
・
鉢
・
・
・
佑
上
り

瓦
窯
跡

６
、
貴
族
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
〈
平
安
・
鎌
倉
時
代
〉

　
軒
丸
瓦
・
・
・
浄
妙
寺
跡
・
平
等
院

　
白
磁
椀
（
わ
ん
）
・
青
磁
皿
・
・
・
善

法
古
墓

　
青
磁
椀
・
・
・
西
浦
遺
跡

　
総
点
数
は
約
百
八
十
、
う
ち
約

五
十
点
は
四
年
度
に
出
土
し
た
新

資
料
で
す
。

名
画
劇
場
・
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ー
オ
ブ
ー
ド
リ
ー
ム
ス

ダ
ン
ス
ー
ウ
イ
ズ
ー
ウ
ル
ブ
ズ
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ご利用

くださ

い　笠

取山の

家

使用申し込みは 召aa^HME姚丿回匹
3四回fg四^F3四^Sf3E

使用日の２ヵ月前から受け付け

　
「
笠
取
山
の
家
」
は
、
京
滋
バ

イ
パ
ス
・
笠
取
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
北
へ
約
三
キ
ロ
、
笠

取
小
学
校
の
北
の
山
す
そ
（
西

笠
取
黒
出
原
）
’
に
あ
り
毒
了
。

四
月
一
日
閑
以
降
に
使
ラ
場
合

の
申
し
込
み
は
、
使
用
日
（
使

　
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
土
八

日
に
、
奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
か
ら

出
火
し
、
十
二
面
仏
画
の
大
半

が
焼
損
。
こ
の
不
幸
な
出
来
事

を
教
訓
に
、
国
民
の
財
産
で
あ

用
初
日
）
刀
二
ヵ
月
前
か
ら
受

け
付
け
毒
ｙ
。
笠
取
の
自
然
の

中
で
、
潤
い
の
あ
る
時
間
か
逼

ご
し
ま
し
ょ
う
／

　
〔
施
設
内
容
〕
木
造
平
屋
建

て
、
１
２
３
平
方
μ
。
洋
室
（
1
3

畳
）
、
和
室
（
1
2
・
５
、
６
．
５

畳
）
、
茶
室
（
４
・
５
畳
）
、
台

所
、
便
所
、
浴
室
な
ど
。
食
事

は
自
炊
。
寝
具
貸
し
出
し
あ
り

（
Ｉ
セ
″
ト
ー
０
０
０
円
程
度
）

　
〔
使
用
料
〕
０
昼
間
（
午
前

1
0
時
～
午
後
６
時
）
１
１
０
　
ｏ

ｏ
円
９
夜
間
（
午
後
６
時
～
翌

日
の
午
前
1
0
時
）
＝
1
0
0
0

円
ｅ
全
日
（
午
前
1
0
時
～
翌
日

の
午
前
1
0
時
）
＝
2
0
0
0
円

　
〔
利
用
で
き
る
人
〕
０
市
内

在
住
、
在
勤
の
人
や
そ
の
家
族

・
所
属
す
る
団
体
０
市
内
の
大

学
に
在
学
し
て
い
る
人

　
〔
利
用
で
き
な
い
時
〕
ｏ
公

る
文
化
財
を
火
災
か
ら
寺
る
た

め
、
一
月
二
土
八
日
が
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
宇
治
市
内
に
も
、
平
等
院
や

万
福
寺
、
宇
治
上
神
社
を
は
じ

め
と
す
る
数
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
、
市
民
文
化
創
造
の
基
盤

と
も
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
そ
こ
で
、
市
消
防
本
部
で
は

一
月
二
十
一
日
閑
か
ら
三
十
日

の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
、
公
益

夕
雲
す
る
時
や
害
し
よ
う
と
す

る
時
＠
営
業
、
営
利
名
日
的
と

す
る
時
＠
３
日
盈
卿
凡
て
利
用

し
よ
ラ
と
ｙ
る
場
合

　
　
〔
利
用
申
請
〕
使
用
日
（
使

用
初
日
）
の
２
ヵ
月
前
（
市
役

所
休
業
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

か
ら
、
使
用
料
夕
添
え
て
、
自

治
振
興
課
へ
直
接

　
　
〔
問
い
合
わ
せ
〕
同
課
（
豊

内
線
2
2
0
2
）
へ

出
ま
で
「
火
災
か
ら
歩
ｙ
ぢ

み
ん
な
の
文
化
財
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
文
化
財
査
察
や
消
防

総
合
訓
練
な
ど
の
文
化
財
防
火

運
動
夕
繰
り
広
げ
康
７
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
｛
祗

が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
大
切
な
文
化
財
を
炎
の
魔

の
チ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

ただ今登録

受け付け中
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
「
ま
だ
十
分
使
え
る
け
れ
ど
、

も
温
応
な
ぐ
な
っ
た
Ｉ
「
欲

匹
前
約
謔
町

市
で
開
設
し
て
い
る

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ

ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
、
六
月
初
め
か
ら

八
月
末
ま
で
（
前
期
）
と

十
二
月
初
め
か
ら
二
月

末
ま
で
（
後
期
）
の
年
二

回
、
三
ヵ
月
ず
つ
開
設

気
軽
に
ご
利
用
だ
さ
いし

て
い
未
丁
。

　
四
年
度
版
期
は
、
た
だ
い
ま
登

録
の
受
け
付
け
中
で
す
。
譲
口
た

い
品
物
、
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物
が

あ
る
人
は
、
簒
誕
・
地
球
環
境

保
護
の
立
場
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
〈
登
録
■
≫
し
込
み
〉

　
譲
S
i
た
い
人
も
限
っ
て
ほ
し
い

人
も
、
電
話
・
は
が
き
・
来
庁
の

い
ず
れ
か
で
、
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
〈
登
録
で
き
る
物
ｙ

　
家
具
、
電
気
製
品
、
石
油
・
ガ

ス
器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子

供
用
品
、
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設

中

自治振興課内

容内線2203

ジ
ャ
ー
用
品
、
一
般
百
鮪
・
　
　
一
。

　
た
だ
し
、
オ
ー
ト
バ
イ
類
、
お

も
ち
や
、
絵
本
、
衣
類
、
食
器
、

せ
っ
け
ん
、
日
用
品
、
雑
誌
、
文
具
、

医
療
機
材
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
品
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
深
幻
な
ぐ
な
っ
た
物
を

｛
｝
痴
す
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、

無
償
か
、
で
き
る
だ
け
低
額
で
お

願
い
し
ホ
ｙ
。

　
〈
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
宇
治
琵
琶
3
3
・
市
役
所
自
治
振

興
課
内
、
容
2
2
・
３
１
４
１
、
内

線
C
M
I
M
O
C
O
)

　
〈
譲
つ
て
ほ
し
い
〉

　
２
段
ペ
ッ
ド
ギ
供
用
い
す
（
食

卓
用
）
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
掃
除
機
、
電
気
も
ち
っ
き
機
、

家
庭
用
パ
ン
焼
き
機
、
ワ
ー
プ
ロ
、

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
、
作
手
ピ
ア
ノ
、

ピ
ア
ノ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
石
油
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

（
都
市
ガ
ス
用
）
、
大
人
用
自
転
車

（
一
一
轜
・
変
速
機
付
き
・
普
通
事
）
、

子
供
用
自
転
車
（
普
通
事
・
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
）
、
一
輪
車
（
1
6

イ
ン
チ
）
、
ペ
ビ
’
力
－
（
Ａ
・
Ｂ

型
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ぶ
ら
ん

こ
、
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
、
チ
ャ
イ

ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
か
ご
、

お
ま
る
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ア
、
剣

道
の
防
具
（
大
人
用
）
、
釣
り
ざ
お

（
海
用
）
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
硬

式
用
）
、
収
納
庫
（
ス
チ
ー
ル
製
）
、

圧
力
な
べ
、
卓
上
ミ
シ
ン
、
犬
小

屋
、
毛
糸
編
み
機
、
応
接
セ
ッ
ト
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉

　
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
折
り
畳
み

式
ベ
ッ
に
和
た
ん
す
、
電
気
ス

ト
ー
ブ
、
冷
風
扇
、
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ト
ー
ス
タ
ー
、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ピ
ア
ノ
、

ガ
ス
フ
ア
ン
ヒ
ー
タ
ー
（
プ
ロ
パ

ン
用
）
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス

こ
ん
ろ
（
２
ロ
・
都
市
ガ
ス
）
、
剣

道
の
防
具
（
小
学
校
酉
軍
用
）
、

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
葵
行
か
ば
ん
、

学
習
机
と
い
す
、
食
卓
と
い
す
、

食
軽
燥
規
ベ
ビ
ー
パ
ス
、
ベ

ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
ベ
ビ
’
用
パ
イ

プ
い
す
、
足
こ
ぎ
車
、
三
輪
車
。

○
市
政
だ
よ
り
２
月
１
日
号
は
１
月
3
1
日
間
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

現
在
の
登
録

品
展
示
の
構
成
と
主
な
展
示

品

歴史資料館企画展

考古遺物でみる　宇治の歴史と文

化

火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
み
ん
な
の
文
化
財

１
月
2
6
日
（
火
）
は
文
化
財
防
火
デ
ー

考古遺物でみ

る

宇治の歴史と

文化



1993年（平成５年）１月21日発行（2）りよだ政宇　i台　’市｀第978号

　
年
金
相
談
所

　
市
で
は
、
社
会
保
険
事
務
所
と

共
催
で
年
金
相
談
所
を
開
収
ま
チ
。

　
年
金
か
尋
け
る
た
め
の
条
件
は
、

年
齢
や
職
歴
に
よ
っ
て
Ｉ
人
ひ
と

り
異
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

自
分
の
年
金
に
つ
い
て
ご
確
認
鴛

　
ま
た
、
相
談
所
で
は
保
険
料
の

徴
収
も
行
い
床
で
］
。
保
険
料
の
未

納
期
間
が
多
く
な
る
と
、
年
金
を

驀
Ｚ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
こ
の
機

会
に
納
付
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の

事
情
に
よ
り
保
険
料
か
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
は
、
’
納
付
が
免

除
に
な
る
場
合
も
あ
り
季
ゐ
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
女
性
問
題
、
そ
れ
は
女
性
が

女
性
で
あ
る
と
い
.
ｒ
だ
け
で
ｆ
ｅ
ｉ

＜
Ｋ
的
に
不
利
な
扱
い
か
受
け
、

そ
の
個
性
と
能
力
か
干
分
に
発

揮
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
と
い
５
　
問

賢
。

奇

　
こ
の
こ
と
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
‘

女
性
が
お
か
れ
て
参
だ
社
会
的

立
場
と
深
ぐ
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
日
本
の
女
性
問

題
に
濃
く
影
恋
洛
と
し
て
い
る

の
が
家
族
制
度
で
あ
り
、
「
序

意
識
で
す
。

’
江
戸
時
代
に
は
、
家
長
を
中

心
と
し
た
家
制
度
が
封
建
社
会

を
支
え
る
一
翼
夕
担
い
、
女
性

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
１
月
2
2
日

胞
１
木
幡
公
民
館
、
2
5
日
側
上
一

チ
柔
大
久
保
店
、
2
6
日
脚
＝
西
友

宇
治
店
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

午
後
３
時
▼
問
い
合
わ
せ
…
福
祉

年
金
課
国
民
年
金
係
（
き
内
線
2

3
1
0
）
へ
。

　
中
小
企
業
者
の
た
め
の

　
移
動
相
談

　
㈲
京
都
府
中
小
企
業
振
興
公
社

で
は
、
受
発
注
取
引
な
ど
の
相
談

を
、
無
料
万
灯
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
。
・
・
２
月
８
日
側
、
午
後

１
時
～
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

商
工
会
議
所
（
産
業
会
館
内
）
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
同
公
社
企
業
振
興
課

（
ａ
０
７
５
・
３
１
３
・
1
1
5
9
）

へ
。

　
確
か
め
ま
し
ょ
う

　
最
低
賃
金

　
京
都
府
内
の
労
働
者
と
使
用
者

の
行
動
や
忠
刄
匍
約
し
て
い

ま
し
た
Ｊ
そ
の
中
で
女
性
の
地

位
や
役
割
が
固
定
化
六
齢
一
、
男

尊
女
卑
の
意
識
が
生
み
出
さ
れ

た
の
で
す
。

　
「
男
に
生
書
れ
る
」
か
「
女

に
生
を
れ
る
」
か
は
、
本
人
は
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
女

だ
か
ら
」
「
女
の
く
せ
に
」
な

ど
と
、
女
で
あ
る
こ
と
を
理
’

由
に
希
望
七
割
阻
害
公
営

こ
と
は
、
｀
迦
に
シ
た
わ
れ
て

い
る
人
権
の
尊
重
に
反
す
る
も

に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
左
表

の
と
お
り
改
正
洽
れ
て
い
未
了
。

　
最
低
賃
金
は
、
事
業
場
で
働
く

常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人

で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
車
ｙ
。
な
お
、

最低賃金の件名 日　客頁 時間額
京都府最低賃金 4.609 円 577円

産
業
別
最
低
賃
金

印　　　　刷　　　　業 5.232ヽ: 654
金属裂品裂造業 5,325 666
一般機械機具製造業 5,336 . 667
電気機械器具裂造業 5.263 １ 658
各種商品小売業 5.075 635
自　動　車　小　売　業 5.222 653
輸送用機械器具製造業 5.328 666
船舶裂造･修理業､船用機関製造業5.333 657

ト
最
低
賃
金
の
額

―
の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

　
　
一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年

を
契
機
に
、
世
界
的
規
模
で
男

女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
進
み
、
日
本
で

も
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
が
批

准
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

に
沿
っ
て
、
父
系
優
先
主
義
で

あ
っ
た
国
籍
法
が
、
父
母
両
系

主
義
に
改
め
ら
れ
た
り
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
休
業

法
が
成
立
し
た
り
す
る
な
ど
、

母
性
の
社
会
的
重
要
性
を
指
摘

し
、
男
女
の
伝
統
的
役
割
を
変

え
て
い
く
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
の
実
質
的
な
平
等
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
男

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る

産
業
以
外
は
、
す
べ
て
京
都
府
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ふ
子
。
ま
た
、

産
業
別
最
低
賃
金
は
業
種
・
業
務

に
よ
っ
て
は
適
用
洽
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
京

都
労
働
基
準
局
賃
金
課
（
ａ
０
７

５
・
２
４
１
・
3
2
1
1
）
へ
ｏ

　
危
険
物
安
全
週
間
推
進

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集

　
六
月
第
二
週
の
危
険
物
安
令
週

間
に
向
け
、
危
険
物
災
害
の
防
止

と
取
り
扱
い
の
安
全
を
呼
び
掛
け

る
標
語
翼
輦
Ｉ
ま
す
。

　
▼
５
募
・
・
・
１
月
3
1
日
㈲
（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
Ｌ
枚
に
標
語
１

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
7
日
困
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
▼
内
容
…
お
は
な
し
、
読

み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
：
５

歳
よ
学
校
低
学
年
▼
問
営
お

性
に
は
許
脊
れ
る
が
女
性
に
は

許
さ
れ
な
い
」
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
な
ど
と
い
っ
た
、

女
性
に
は
め
ら
れ
た
枠
組
み
を

取
り
除
き
、
持
て
る
能
力
か
干

分
発
揮
で
き
る
状
況
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
女
性
に
対
す
る

固
定
観
念
や
男
女
の
役
割
分
担

　
　
　
　
　
音
識
を
見
直
し
、

　
　
　
　
　
弓
理
由
で
不
利
益

鷺
客
そ
い
な
い
か
、
常
に
問

題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
　
「
自
分
が
奪
９
ぢ
、
そ
し

て
周
囲
へ
広
が
口
を
」
と
考
え

因
習
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
い

社
会
を
、
市
民
み
ん
な
の
手
で

築
き
ま
し
ょ
う
。

点
と
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
書
き
、
危

険
物
安
令
週
間
推
進
協
議
心
一
（
〒

1
0
5
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
－
9
1

1
6
日
本
消
防
会
館
５
階
、
助
全
国

危
険
物
安
全
協
会
内
、
豊
ｏ
３
・
３

５
９
７
・
ａ
９
３
）
へ
。
作
品
は

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
筝
曲
新
春
鑑
賞
会

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
4
日
㈲
、
午
後

１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
観
光
セ

ン
タ
ー
▼
曲
目
・
：
夕
顔
、
茶
音
頭

ほ
か
▼
問
い
ふ
お
せ
・
：
大
西
峰
山

尺
分
・
６
ｏ
旦
へ
▼
主

催
…
宇
治
市
三
曲
協
会
。
入
場
は

無
料
。

せ
・
：
同
館
（
容
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
学
ぶ

　
甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
5
日
俐
・
2
6
日

廊
、
午
前
９
時
１
午
後
４
時
半
▼

と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所
屁
哭
会
議
室

▼
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
で
甲

種
居
ハ
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

よ
フ
孚
恋
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
7
0

人
▼
受
講
料
・
：
4
0
0
0
円
▼
申

し
込
み
・
：
１
月
2
5
日
間
1
2
8
日
俐

に
、
申
請
更
市
内
消
防
〈
分
〉
署
に

あ
り
未
了
）
に
印
鑑
・
写
真
（
３
ｔ

Ｘ
４
な
）
・
受
講
料
夕
添
え
、
消
防

本
部
予
防
課
（
豊
内
線
2
6
5
7
）

へ
持
参
で
。

　
冠
婚
葬
祭
儀
式
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
５
日
～
2
6
日
の

毎
週
金
曜
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

４
回
▼
と
こ
ろ
…
城
南
勤
労
者
福

祉
会
館
▼
内
容
…
結
納
・
結
婚
・

仏
事
な
ど
人
生
の
諸
行
事
の
儀
式

作
法
▼
定
員
・
・
・
先
着
5
0
人
▼
講
師

・
・
・
儀
式
作
法
研
究
会
代
表
・
岩
上

力
さ
ん
▼
受
講
料
・
・
・
1
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
…
同
館
（
容
4
6
・
0

7
8
0
）
へ
。

　
や
さ
し
い
木
工
教
室

　
▼
と
き
…
１
月
3
0
日
～
２
月
2
7

第
２
回
　
不
登
校
問
題
に

関
す
る
保
護
者
学
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
8
日
閑
、
午
後

Ｃ
Ｍ
時
―
C
O
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
産
業

第14回市立幼稚園こども展

園児たちの絵画､製作物､写真を展示

　　１月29日倒～31日（日）

　　　　　午前９時～午後４時

　　中央公民館（巫asi?）

日
の
毎
週
土
曜
、
午
後
１
時
半
～

３
時
半
。
５
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

公
民
館
▼
内
容
…
マ
ガ
ジ
ン
ラ
″

・
ク
や
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
づ
く
り
▼
対

象
…
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生

以
上
の
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
2
5
人
▼

講
師
・
・
未
工
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
福
田
新
さ
ん
▼
参
加
費
・
：
８

０
０
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
館
（
豊

2
2
・
4
6
8
7
）
へ
。
の
こ
ぎ
り
・

か
ん
な
な
ど
の
道
具
が
あ
れ
ば
持

参
鴛
な
お
教
室
終
了
後
は
サ
ー

ク
ル
を
結
成
に
｝
示
ｙ
。

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

　
▼
と
き
…
１
月
2
4
日
旧
、
午
後

１
時
１
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
平
盛
小

学
校
▼
持
ち
物
・
：
上
靴
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
千
賀
祐
司
ｇ
λ
（
ａ
０
７

７
４
５
・
３
・
7
1
6
8
）
へ
。
｛
宍
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
3
1
日
間
、
午
前

９
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
槃
体
育
館

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
か
在
勤
の
社

会
人
▼
部
門
・
・
・
一
般
の
部
、
初
心

者
の
部
▼
参
加
費
・
・
’
・
５
０
０
円
▼

申
し
込
み
…
2
4
日
間
ま
で
に
宇
治

市
体
育
協
会
（
黄
栞
体
育
館
内
、

容
3
2
・
1
9
0
5
）
へ
・
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
千
賀
祐
司
’
｛
λ
（
ａ
０
７
７

会
館
▼
テ
ー
了
・
今
日
の
不
登
校

問
題
と
親
の
役
割
▼
講
師
・
・
・
京
都

大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
助
教

授
・
菅
佐
和
子
さ
ん
▼
問
い
合
わ

せ
…
青
少
年
婦
人
課
（
萱
2
2
・
5
1

6
2
）
へ
。
参
加
は
無
料
、
直
接

会
場
へ
。

　
農
業
委
員
会
選
挙
人

　
名
簿
の
調
製

　
農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
載
で
き
る
人
（
一
月
一
日

現
在
）
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
を
米
提
出
の
人
は
、

至
急
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
豊

内
線
2
5
9
0
）
へ
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
申
請
書
を
提
出
し
な
い

４
５
・
３
・
7
1
6
8
）
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　
▼
と
亨
・
・
２
月
１
日
側
、
午
後

Ｌ
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
参
加
費
・
：
５
０
０
円
▼
持

ち
物
・
・
・
ゴ
ム
底
の
靴
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
中
塚
茂
章
ん
（
容
2
2
・
2
9
4

8
）
へ
。
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
成
人
歯
の
健
康
講
座

　
　
　
～
人
生
8
0
年
を
自
分
の

　
　
　
　
歯
で
か
も
う
！

　
四
十
歳
代
を
邸
凡
る
こ
ろ
か
ら
、

歯
周
疾
患
が
原
因
で
歯
の
本
数
を

減
ら
す
人
が
い
ま
す
。
こ
の
講

。
座
で
は
、
大
切
に
便
え
ば
一
生
使

え
る
「
歯
」
に
つ
い
て
、
そ
の
働

μ
仝
｀
周
疾
患
の
予
防
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
２
月
３
日

出
１
木
幡
公
民
館
、
５
日
廊
＝
小

倉
公
民
館
、
1
0
日
出
＝
広
野
公
民

館
、
ｐ
一
日
圖
＝
宇
治
公
民
館
。
い

・
ず
れ
も
午
後
１
時
半
Ａ
時
半
▼

お買い物のめやす　1月分

※
こ
れ
は
、
一
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

品　目 規　　格
平均価格

価格状況

対前月it j(**I年比

灯　　油
18≪店頭

　円 974 　％ 0.2 　　％▲2.4

18≪配達 1.053▲0.6▲2.8

ガソリン レギュラーIt現金売り 125 ０▲1.6

ティッシュ
　ペーノヾ－

400枚入り　1
?i

(ｸﾘﾈｯｸｽ･ｽｺｯﾃｨ) 118 4.4▲7.1

台所用
　ラップ

サランラップ

30cnlX20i" 205▲ 0.5▲4.7

アルミ
　ホイル 25cmX 8 " 139 8.6

▲.7.3

洗濯用

粉せつけん 2.4k≫ 777 1.0▲2.5

牛　　肉
すき焼き用

中程度1009 403 5.5▲ 2.7

塩さ　け切り身10)9 308 0.3 3.4

.バレイショ 男　爵1009 24 9.1▲U.I

キャベツ中玉約m 142 25.7▲37.2

鶏　　卵 Ｍサイズパック入り　lCK固 162 4.5▲1.8

食用　油
日清サラダ油
ポリ容器入り1.5k9 586 1.6 -

しよう油
キッコーマン濃ロ
ポリ容器入りμ 275▲1.1▲9.2

砂　　糖上白　1k, 220▲□ ▲7.2

み　　そタケヤミソIk,378A 2.6▲6.4

と
、
選
挙
人
名
簿
未
登
載
と
な
り
、

促
そ
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
一
７
・
　
　
Ｓ
　
　
一
一

の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
＼
。

対
象
・
・
・
4
0
借
鬘
の
人
▼
内
容
・
：

歯
科
医
師
の
講
演
、
個
別
相
談
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
▼
定
員
…
各
先

着
2
0
人
ｙ
申
し
込
み
・
・
・
高
齢
者
福

祉
課
（
内
線
2
3
1
7
）
へ
。

　
三
種
混
合
予
防
接
種

　
三
種
混
合
予
防
接
種
（
百
日
せ

き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
を

実
施
し
ま
す
。
ヽ
　
’

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
４
　
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
Ｌ

掲
載
▼
実
施
方
法
・
↑
・
○
第
１
期
＝

２
歳
以
上
４
歳
禾
満
の
間
に
、
３

～
８
週
間
隔
で
３
回
接
種
○
第
２

期
＝
１
期
の
３
回
目
終
了
後
１
年

～
１
年
６
ヵ
月
の
間
に
１
回
接
種

Ｏ
第
乱
Ｔ
小
学
６
年
生
在
学
中

に
１
回
接
種
（
学
校
で
接
種
で
き

な
か
っ
た
児
童
は
保
護
者
同
伴
で

来
場
を
）
。
な
お
、
’
百
日
せ
き
に
か

か
り
、
４
歳
以
上
６
歳
未
満
で

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
幼
児
の
た

め
、
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
も
同
時
に
実
施
し
禾
す

▼
問
い
今

（
豊
内
線
2
2
6
1
）
へ
。
各
会
場

と
も
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

無
料
成
人
歯
科
健
康
診
査

毎週木曜日

午後1時半

　～３時半

匹
朧
朧

▲は波○いずれも消費税込み

５年度

指名登録業者の

受け付け

　
五
年
度
指
名
業
者
の
資
格
審

査
の
申
請
を
、
左
表
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
ず
。
こ
の
申
請
を

し
て
い
な
い
と
、
指
名
競
争
入

札
な
ど
に
参
加
で
呈
笹
ん
。

　
申
請
は
、
①
建
設
工
事
②
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
③

物
品
の
供
給
④
役
務
の
提
供

の
四
区
分
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
‘
申
請
要
領
の
請
求
は
管
財
契

約
課
（
豊
内
線
2
1
0
8
）
へ
直

接
お
越
？
だ
さ
い
。

　
〈
入
札
参
加
資
格
〉

　
次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で

も
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
人

（
業
者
）
は
、
申
請
で
章
呑
一
ん
。

　
○
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者

ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な

い
人
Ｏ
５
年
３
月
3
1
日
現
在

で
、
当
該
営
業
開
始
後
２
年
未

満
の
人
（
建
設
工
事
関
係
業
種

で
は
建
設
業
法
に
よ
る
営
業
の

許
可
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
関
係
業
種
で
は
業
務
ご

と
に
市
が
定
め
る
営
業
に
関
す

ゑ
蘇
、
物
品
や
役
務
関
係
業

種
で
は
当
該
営
業
夕
将
ラ
た
め

に
必
要
な
許
可
な
ど
を
得
た
後

２
年
未
満
の
人
）
　
○
直
前
２

年
間
の
各
営
業
年
度
に
営
業
実

績
高
の
な
い
人
　
○
宇
治
市
税

を
滞
納
し
て
い
る
人
。

業　務　内　容 受付期間・時間

Ｏ建設工事関係

　　建築や土木などの工'事

2/.U月)～
　　2/10t*)

W湊

○物品関係
　　物品供給や製造の請負
Ｏ役務関係
　　各種の役務提供など
〇測量・建設コンサルタント関係

　　測量・土木建築設計
　　地質調査・補償調査など

2/15(月)～

　　2/24困

〈受･付場所〉市役所２階　204会議室

<必要書類など〉申請書､印鑑証明書､商業登記簿謄本、

　　　　　　　　許認可等証明書など

‘※このほか必要な書類、記入方法など詳しくは｢申請要領｣

　をご覧ください。

152

お
知
ら
せ

図
書
館

お
は
な
し
会

ス
ポ
ー
ツ

健
康

市
民
の
ひ
ろ
ば

女
性
の
人
権
を
考
え
る

人
権
を
考
え
る

7
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